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本文は日本語でお願いします。

磁性材料実装評価

解析・設計技術

金型接触面有無での減磁率を計測（試料数：３ブロック）

市街地走行評価点における損失および効率
(T = 0.1 p.u.,N = 0.254 p.u., P = 7.3 kW)
（実測からの温度換算予測値）

新規磁性材料を用いた2 層構造モデルは基準の1 層V 字構造から
損失がキャリア周波数20 kHz で40.2%減少を達成

結論：実測と解析と異なる→加工劣化の影響

可変磁束モータの一種である
ハイブリッド界磁フラックス

スイッチングモータ(HEFSM)に着目

駆動用モータの要求項目が年々増加
➢ 小型・軽量 安価 高効率・高出力密度

目的：IPMモーターモーター内の永久磁石の減磁分布を可視化
する技術を開発しモーター設計の高精度化を目指す。

磁石細分化によるモーターにおける3次元磁石減磁評価技術
により、加工による磁気特性劣化を考慮したモータ評価技術を確立

基準モデル（3代目プリウス用モーター相当IPMモーター）

モータ開発の推移

項目[単位] 値

モデル名 １V 2D-Prototype

ステータ外径[mm] 264 210

ロータ外径[mm] 160.4 128

エアギャップ長[mm] 0.75

積厚[mm] 50 60

巻線数[回/相] 88 56

巻線抵抗※１[mΩ] 135 77

鋼板材料 30JNE1500 10JNEX900

磁石材料 NMX-S34GH
試作磁石
(NdFeB)

※1 温度条件は１８０℃

モデルの諸元

間接的に鉄損を求める手法であり、
測定精度が悪い

直接的に鉄損を求める手法

モーター内の局所的な鉄損（BHループ）を分析した結果、インバータ励
磁に起因する鉄損の増加量（キャリア損）の分離が可能となった

目的：モーター鉄損の評価技術を開発し、鉄損の発生原理
を明らかとすることで、新たなインバータ制御技術を
提案し、モーター損失の低減を目指す。

モータに適用

モータ適用時の測定例

【従来手法】

【開発手法】

【開発した3次元磁石減磁評価技術】 【測定手順】

【IPMモーターでの測定結果】

金型接触面での
減磁率の悪化を
確認した

鉄損を低減
しうる形状

様々な磁石配置・
アスペクト比にて
試作検証

市街地走行評価
点にて、目標値
の達成を確認

最終試作機にて、目標達成度合いの評価と、HEFSMの適用範囲を
明らかにする

図の下の損失
は解析値

遠心力強
度向上

※キャリア成分
インバータに起因する損失

高低温３次元磁石減磁評価技術 モーター損失評価技術

新規磁石材料のIPMモーターへの適用技術 新規磁石材料の可変磁力モーターへの適用技術

目的：電気自動車等の航続距離延伸を図るためのモーターエネルギー損失40%減（2012比）およびパワー密度
40%向上達成に必要な新規磁石材料磁気特性の指針を得る

共同実施先：大阪府立大学 共同実施先：名古屋工業大学


